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ボーリング柱状図
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78.45 0.80 0.80

盛土
(BS)

77.75 0.70 1.50

シルト
(M)

76.15 1.60 3.10

粘土
(CH)

75.95 0.20 3.30 砂混りシ
ルト
(M-S)

75.25 0.70 4.00
細砂
(FS)

74.55 0.70 4.70

礫混り粗
砂
(CS-G)

73.45 1.10 5.80

砂礫
(GS)

71.25 2.20 8.00

中硬岩
(MR)
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ローム主体にて、植物根混入する
。含水中位を呈す。

含水やや多い。鉄分の混入多く、
酸化している。

含水多い　上部粘性やや有り、下
部シルト質となる。

含水やや多い　極軟を呈し、下部
砂分の混入多くなる。
含水やや多い。粒子細かく、シル
ト分若干混入。

含水多い。礫分混入率40％程度で
、細礫の混入目立つ。

含水やや多い　マトリックスは粗
砂で礫分混入多い。礫径
φ2～40mm程度で、下部に従い硬
質で礫径大きくなる。

GL-6.0m付近　砂岩で風化は見ら
れず新鮮でRQDは良くコア採取率
は、80％程度である。
GL-7.0m付近　非常に新鮮で
RQDは非常に良く、コア採取率は
、95％程度である
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